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ベ ネズエラ第 5次国家計 i爵

I はじめト’

JI 開発戦時

m IJil発 IT絞

I はじめに

197fi -80年を対象とするベネズヱラ第5次国家計阿

(V Plan <le la Nacion）は当初jの予定かムいくぶん遅れ

て， 197fi主「－1月9A，カルロス・アンドLス・ペレス大

統領によって発表された。 1970-74年の第4次計画にがじ

くはずであった第日次，;j阪の発表が遅れたのはキリてト

教民主党（COPEI)から民主行動党（AD）への政権交脊

によるところが大きかったが，同時に，オイル・ショッ

ケ以後急速に消大した行油収入の利用とそれをもとにL

たl司内工業化政策について新政権がひときわ綿符周到な

検討を重ねたことによるところも大きL、
石川l生産iほでlit界第百｛丸輸出長で第九佼のベネズエ

ラは石油価格の上昇により， 1974年108億ドル， 75年JO]

低ドノレの輸出収入をもつにし、たり，国民1人当た川市与

は74{fに2052ド、ノレに達し，アルゼ〉チンタメキシコ，ブ

ラジルなど域内工業国をしのいで第1伎となった。

しかしベネズエラの石油埋蔵量は他のi宝池田に比して

少なく，約20年分とされており，そのため政府は1975年

l .}jに石油産業の国有化を行なうと同時に生産制限を実

!Jt1iL・c，資源保存政策を打、出している。ベネズエ弓が

かねてからOPE Cのなかでもタカ派として指導的立場

に立ってきた背糸にはこのようなノが油開蔵量に対する配

I訟があったととはいなめなし、。

石油危機以後の空前の石油収入をてことして，園内の

］：業化を推進し，脱石油経済を実現することがベネズ、エ

ラにとっての緊急な課題であり，そのためベネズエラは

「アンデス地域統台」に参加するほか，カリブ開発銀行，

中米経済統台銀行，アンデス開発公社など地滅ベースの

開発投融資に積極的に協力し，域内市場の確保，発言力
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の5怠｛じをはかりつつあるの

1975年に発足したSELA（ラテンアメリカ経済機構）

は米匿を除外L，キューパをふくめたラテンアメリカの

地域協力の新Lいわ一式と Lて，また発展途上国の「米国

離れjの一典型として注目されているが，この機構のな

か？もベネ：ぐヱラの役害jはかなり大きいといわれる。

わが国とベネズヱラとの経済関係ば近年における世界

的な資源問題の逼迫のなかでますます緊密化する情勢に

ある。 1975年の福凶副総理のペネズエラ訪問， 76年fi}j 

のエルナンデス鉱山石油相の来日につづき， 10月には第

2 J,iJの日本・ベネスエラ経済協力合同会議が開催された。

本稿では第百次回家計画のなかでもとくに重要とみら

れる開発戦略および1980年までのベネズエラ経済の全体

的枠組を示す議目標についての予視ljと資金調達を中心に

契約L，あわせて1要tt統計資料を絞介するごととし

た。

H 開発戦略

1. 大衆消費の拡大と改善

国民の大多数の必需的消費とサービスは人的資源の生

南伎をおめ，託会の福桜木準を引きi：げるとし、う重大な

社会問題解決の基礎であるから，国民大衆の購買力を高

める必要がある。所得再分配政策は市場を拡大し，社会

iこ新しい行動様式をもJそらし，大衆消費財産業の発j誌を

可能ならしめ，コストの引き下げ，流通システムの近代

化を可能ならしめるものである。兵f4,:的iこは次の方策を

実総する。

,1) 大衆に購買力を与え，食料の国内生産に誘因を与

え， tl'i~’財・サーどスの供給ιスチムを近代化ずる。

告） 必需消費財の生産と分配に対する悶家の指導を強

化する。

/)I iそ陪/fll円に対して生産のノJc－－；，と流通のマー〆ン

を定め，生産，在庫，輸送，流通を近代化するの
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白生産活動を支援するfンフラストラケチャーを整

備するために第3セクターの開発に重点をおく。

⑮ 中期・長期的に， i民所得層の所得水準を引き上げ，

栄養面の欠陥を解消する。

2. 所得，運用，生産性の向上

大衆消費の拡大と改誇という目標を遠浅するためにほ

生産性の向上に取組む必要がある。そのため次の方策を

とる。

｛十生産性上昇に応じて労働itの報酬の比率を高める

ことにより，国民l人当り所得を引き上げる。

向失業と不完全就業を減少させる。

lθ 法律にもと－51,,、て団体協約締結と国家の介入を推

進し，企業の利益の分配を労働者の所得の増大に有利な

ものにする。同時に，大衆の貯蓄を促進する措置をとる。

⑤ 労働生産性の向上による生産の拡大をはがるむ

,;f,) 雇用を拡大するために，労働集約的生産方法を採

用する企業に財政而，金融面の誘因を与える。同時iこ‘

若年の非熟練労働者の教育・訓練をはかる。

3. 保健の改善

所得，雇用，大衆消費の拡大により，保健の1!d'11!♂自休

は大1j1日に改持されるので， Ucl家は t大のような術主的活動

を強化する。

'1) 1990iト代なかばまでに死亡率を2りないし25パ、一之

yレに引下げるため，母体・乳幼児サービス， IL＼産休暇，

食料補給，予防活動，環境衛生を改善する。
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員12表 IHI付総.'I, rぜ.iJ）成長ネテlllil(1976-1980'<¥c) 

（単位；%）

J I I I 11976-1976 1197719781979119叙）
i , i I 1日80

1話内総 11，旅 I s.;! 8.61 9.o s.~! 9.11 8.2 
伝統的輸出部門 1-11.91 5.li 5.li 1.2; 0.7 -0.2 
石油 1-14.Si5.0: 4.8 -i -: -1.3 
jic、説、イjI ll.51 5.61 7.t日.14.9, 7 .4 
1,1 11~ 川；｜“l I 8.41 9 .01 9 .4' 9 .410.o! 9. 2 
'"', i I 9 .ol g Ai g .8 9 .6i10 .2' !Ui 
I. "{:: I 13 .1114 .0!14.3113.3113. 9! 1:1. 7 
屯汀I12.6113.9l1s.4!rn.3:11.Z: 1s.1 
i主 D:I 14 .4!14.4!15.0'15 .215. 7! 14. 9 
1ti 実 I6.21 6.si 1.21 7.5! 7.s, 7.1 
J空 事前・ jtJ} f言｜ 7.11 7.31 7.41 7.71 8.0i 7.5 
合せ i 日.216.01 6.0' 6.0i 6.01 :'3.8 
そ什他.；：ノサーピ／、 1 5.61 5.91 6.1, 6.3; 6.81 6.1 

（れい汚） CORDIPLAN. V !'Zan de la λradon, 
p. 15. 

@ 医療サービスの地域的不平等を是11:する之め，医

療専門家の再配置を通じて農村部の事態を改善する。

1990主下代たかii'主でに人口10朗人につき 3 5.5台のペ

ヴド数を確保する。

4. 公共部門の資金事J）：再の合理化

日｛:fr"のill収忠便益の恩恵に浴していなし、jft;;所得層の国

民を優先する形で，公共的サービスを1!時十で提供し，か

つ必要なfンフラストラフチャーを建設する。そして，

;ni所併屑にそれらの無料サービスのコストを負担させる

方向iこ進める。具体的には次の力策をとる。

の保健の分野で，王知生70.2%に達している治療活動

の比ぷを持続的に引き下旬ず，予約活動に重点を移行させ

る。。教育の分野で，学令以下の幼児対策が公決部門；こ
及ぼしている負担を軽減するため，企業に従業員子弟の

教育iこ留意3せるとともに，都市鴻発事業主午；こ幼児用

のスペースの確保を義務づける。さらに人材の確保のた

めにボランティア活動を総織する。

’S 住宅建設計画を推進し，セメン卜の生産を拡大し，

流通機構を月編jえして適：rEな価格での供給をほかる。

またプレハフ守：；!J・式を導入して，金l晋zやフト；材に代替してゆ

く。

,;::;, 公共（Y-Jf ンフラストラクチャーの符1リ！‘補修タ ~）J

;tH1ドJ誕常を推進するとともに，購入のpl/,j笠・集中化乞必

じて，在庫の最適化をはかる。

5. 天然資源の保護と利用

ベれズエヲはすでに石九！1と鉄鉱石の悶有化を実施した

が，それは国内の天然資i娠の乱用を阻止し，最適利用念

行なうことによって，同氏の福祉を拡大するための近代

77 
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的経済活動を組織するためであった。これを出発点とし

て，天然資源の付加価値を高めることによって，外貨獲

得額を増大してゆく必要がある。

11 I 再生不能な天然資源の場合

1' 再生不能な資源の開発i士重要産業部門が必要とす

る輸入1没備投資の資金調達にあてることを目的とするコ

同時に資本財の輸入代替を通じて輸入を縮小することに

上り，外貨の流出を抑制する。

只）外国の借款を用いて資本財，技術の翰入を行な

い，天然資源の力fl工製品を有利な制約で国際市J掛こ輸出

し，債務を返済してゆく。

利用度のflh、資源，たとえば重油や純度の｛えい鉄

鉱石などの開発を行ない，利用度の沿い、資源、の輸出に代

替することにより，天然資源保存政策を支援する。

③ 石油産業の経常の連続性を確保するために，深夜

活動に大規模な投資を行なか。天然ゲスの評価を行に

い， lポ油価惜のl二昇をふ支えて， :! iJ:I日j収技術の導入に

上って原油地蔵量；を再，i'r似する。
,;;; '1ffiil/l'1収益の肱大化，伝統的可jl誌の，%jJ;j:与，輸出河川

多際化をはかるための国際的11元引の手j交として，ら：fヒ水

素の利用を誘i与する。

I'.") /J.t化水素，鉄鉱石，丸；；夜物一般のll!,J発を鉱業・一仁

れノレギー資泌総；'j',;j-u帽のなかに組みこみ，け；の方策it:ニ
、，
4》。

(ii 水資附，行力b,JJ'スライ1炭などの実態調査，干l]Jjj

,H~1i を実施「る 0 (2) 利用！廷のfltし、ものによ勺て悩l11'i:

,7)向いエ＇f＇レ1よい叩；b立を！U干する。たとえば行炭・ fililtl iこ

上一てb、スに代体する。伐 JJIL[1支を潟めることに上 l)

付IJU{iHi怖の1(:j／，ね られるエネル守一滋の河内消費’を抑制

I_, J,i]ll寺に， lttt 経済的に.:i:字ルギ一派を判別する！！－：広

第3義 ii;Ji1J品、ペバ<iJl/・川｛；山 f側U975 198011 ) （＇υi;) 
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}j法，技術を採沼する0 1:・ 戦略的iこ重要な金属鉱；，非

金属鉱資源を国家管理とする0 1) 理事童可能性のある地

域の地質学的調査を強化する。⑤ 閣内で付加f制度をiJJi
め，地域開発iこ寄与するために，鉱物資源を最大ll畏に利

用する。⑦ 鉱床の開発と保存のための近代的技術と経

営を導入し鉱業活動を合理化する。主 調査・研究を

強化し，技術者の養成を促進するつ 9) 鉱業生産の協同

組合｛むを進め，金活ii!・技術の媛E坊を行ない、鉱業の利益

を促進，保護する。

{21 再生可能な天然資源の場合

九生可能な天然資源の保存と合理的！井j発のi次予員二；土次の

ようにj子なう。

よ？；主主的利用汁1頭｝の基1選として，地質調査と分銅を

f子なう。

口 7)<.1）資源の合理的操作。汚水処理，汚染規f!iiJなど

によ ；） ノ大力資減を保護し，＊力発言語などに有効に利I討す

一＇〆J 0 

H.tの使用を節約する方策をとるとともに，宇治人

をftWするために植林‘ i規発を行なう。

｛三 資源手IJJtJのために．湖y｛／，海岸，（，JJIIのi＇止議すii山；

をたて，実行する。

紋t也J冷の保存f士jぬ長L，者1；市と差是十L ζ ;fi と：~~

1之 ll~J発と保存の問Hこ調和的均衡を確立する。。季節に関係なく農業用水を利用しうるように紙ι
の用水システムおよび建設中のシステムのIJM発を推進

L ，天スk~業かむ i集車正築業への転換をはかるc

6. §l内生産，外麹貿易，経済的自立

il I 中間話j，資本討の輸入fl;:符

中間刻。資本州を生活しうる企業：こ十分Ii.保護乞lj’え

ることに上り翰人代替を進めるが，初期段階では機被－

,t>:li,ii・中間H討の輸入が必空さである。そこで次のぢ策をと

包〉。

( 初期；こ与えられた免利その他の，tlJ'JJを徐々に引，.. 

,r，適切な価格とふ誕で供給しう心河内生産台に河内市
場を保誕ナる。 J1i]II守iこ外凶技術のj!ijfヒ，独自の技術のllll

発どとはかる。

•ll ｛開制，ト資本HJの［：副主iこ，16、をさな投入i討を適切なitlli

怖で供給するために， j;j;!•；；.，；；企業 i!）製品企 I±、j内浅業；こ (;le、が、

く1q);I；製鉄業が金属工業，機tilXL主主；ニ必主主な鉄を供給）

せL占勺るにうtこごl'.1.'ii,H11臼lをf三てる。

イ，iill産業のえめの＂支｛札； t1l,1,/,v〕＇！：店主， 作ーと ζ従

fJJ，・どH主j立；す心ことによより，｛iiJlIのl:fil有｛じのh文栄を＇.！粗大

1とする。
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③ 国家が主主幹産業を国有化することによって，将来

国内で加工するための原材料を十分に保存するととも

に，輸出によって獲得した外貨を国家に集中L，戦略的

産業に必要な輸入資金に充当する。

(2) 外国貿易の再検討

輸入構造を是正するため次の方策をとる。

中必需性の少ない消費財の輸入を削減するために，

関税・国内税をかけ，同時に中間財・資本財の国産に対

して保護と誘因を与える。

（貧困際市場での競争力の獲得を前提として，第；1世

界の諸国を優先しつつ，輸入相手闘を多様化する。とく

にアンヂス諸国，ラテンアメリカ諸国かムの輸入を促進

する。

輸出については次の方策をとる。

小国内で付加価値を高めることにより，匿｛チf~i'J，が

価併号、品質‘支払条件の闘で悶際市場で競争しうる上う

に園内生産を組織化し，言十固化する。

（旨）輸出のパターンを修正し，国内iこ2豊富に存在し，
コストの安い婆楽を集約的に利用する製品の比率をおめ

る。炭化水素の場合には製品の最終販売段階で生ずる利

主主の分間に参加してゆく。

,i，， 輸出用工業製品を生続する合弁企業を設立L，天

然資源の合理的利用と人的資源の訓練をはかる。また資

源加工のために噌ラテンアメリカ諸国からなる多国籍企

業七役立し製品を域内諮問，先進て業問へ輪州十る。

(31 域内統合と新国際経済秩序

ω アンデス協定の機構の効果的J室内を全jfijfi(Jに支隠
する。産業補完，;I-岡や天然資源、利用の大ls＇！プロン、ェケト

に参加し，その機構を強化する。また公共・民間阿部門

が取引，貯蔵，輸送，保険，金融の大規模企業を設立す

るよう促進する。

＠新国際経済秩序iこ対する劉争を支援L，発展途上

閑の資源に対する正当な価格を実現L，交渉力の強化を

通じて先進国市場への進出をはかり，関税障壁の除去を

はがる。同I]寺iこ多国籍余業の行動規準を設け，技術移托

の適正化によって先進国に対する独立性を高め，第3世

界の諸国の団結を推進令する。

7. 地域的不均衡の是正

!l) 地域開発の促進

7欠の諸方策を中心に進める。

争優先傾f立の高い地域の開発のための投資.n・函をfr
/J立し，財政資金を配分する。

（向資源，人口の合理的利用および国境地帯を重点に

JJJ土の保全のための経済活動の再配置を推進する。

，~地Jj,tセンタ－ll江および他地！三との間の輸送シス

テムを整備する。

さ都市と農村において土地の予備ースペースを確保す
ヲ
'ol。

年）辺境地域の天然資源、の調査と保護のための計画を

開発する。

8 者匹rp（／）貧民問題の解決お上び歴史的.t｛七的遺i止

の開発と保存のために，国の内陸部の都市再開発を進め

るつ

⑦ 間の北部，中tm，海岸地域i日立点、的；こi隼められて
きた開発を抑制し，その他の後進地域の開発に投資の重

点をおく。

12) 国境地域の保殺と鴻発

国境地主主の保護と矧発i主国土！刷新戦略， f主ti!:対策， T

79 
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1 濁民所得の成長案

国内総生産（1968年価格長ノjミ） v') 197（子・80年の年平均

北長率を8.:2°らと L, 1975年の658倍、7200万ボリノミ7しを制

年；こ977億3700万ボリパルとする。この情j，伝統的輸出

部門を構成する石油と鉄鉱石の年平均成長率をマノナス

η2%とするのに対して‘国内部門i土9.2%とする。

工業化を推進するとこもに，天然資源の宮内加工！支を

引き上げるために石油・鉄鉱石の資源保存政策を採用す

ることにより，生産構造を大中長に変革し，伝統的輸出頭；

f'l山士、tGDP比率を1975年の12.7%均ゐら幼年の8.5%に

引きアv，国内部門のそれを873%から引1.s~o ：こ引き上

げる。

出品j消費’（1974年価格表示〕は1975年の530｛事訓）（）］jホ

！！ベルから80午の781 ｛~500万ボリパルへと年平均/1.1';o 

で引きあげ，崎氏 1人あたりでは1975年の4382ボリパノル

わ：，8（）年（）552ふホリパ11,へと年平均4.7%て2引き上げる ν

札、土今i止紀末までに消費を倍増させることきと意味して
L、0o

日発開πu 
i
 

然資源利用，隣接国との関係強化の役割をもつので， l刃

J免除j発J-十両には，インフラストラクチャー整備，経済活動

振興，人口定着中心地の確立，土着原住民の保護，土地・

1<域の保全，天然資源の実態調査，隣接習との開発協力

がふくまれ，とくにゴ7ヒラ，タチラ，エルアラウカ司，f

IIパ11.,，カリプ海沿岸につν、ては共同開発を推進する。

13) 工業の分散化

[_iijーとを4J也域に区分し，それすれの地域に＇Jiぐなる夜業
を配置するとともに すでにカラカス首都溺や中央諸，Jtl

にみられる不均衡な事態がその他の地域で発生するのを

[l/illニするための長期的手段として経済活動の分散イとをは

ち、るお

14) 環 j克保証盤

環境につL、ての調整．立法計pl1j生制度化L，環境を

窓化させる公J.1_:,lf;問機関にそのr,百復の費用を負拘せし

める。戦略的には次の諸点を電視する。天然資源の実態

調君子J 森林資源、の保存、保護区設定司 i奇立公醤整備ヲ次

資源保護，肥沃度に応じた土地利用ラ野生動物の保護，

河川の総命的符理 天然資源の探斎.IJ!J専をに際しての環

!ft保全のif;;f見。とくにマラカイポ湖とパレンシァ；NJのIiJ 
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（出所〕 CORDIPLAN, V Plan de la Nacion, p目 19.
（注〉 1974年価格表示。
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農業部門の年平均成長率を 9.6%とし，対GD P比率

を1975年の6.6%から80年の7.1%に引き上げる。そのう

ち農産物については13.5%，水産物は14.4%，畜産物は

4.4%の年平均成長率を設定し，農業の輸入代替を推進

し，輸入を年率4.2%で減少させ，同時に輸出余剰を拡

大し，農業輸出を11.0%で増加することにより貿易収支

の赤字幅を縮小する。

仁業部門は年平均1:1.7%で成長するものとし，対GD 

P比率を1975年の19.1%から80年の24.4%に引き上げ，

必需的消費財の自給，天然資源の最適利用，海外依存度

の軽減，工業の地方分散化をはかる。工業のうち，伝統

的工業は10.0%，中間財工業は16.5%，機械工業は14.9%

という年平均成長率を設定する。

かかる工業部門の成長により，貿易収支の改善をはか

る。すなわち，工業製品輸入は年率4.2%で拡大すると

して，輸入係数を1975年の29.9%から80年の23.0%に

低下せしめ，中間財，機械（の輸入代替を進めると同時

に‘工業製品輸出を1975年の4億59007Jボリパルから80

{Fの24億9900万ボリパルへと＇F"4、L10.3%で拡大せしめ

る。とくに基礎金属工業品目）7.9%，化学品 14.9%など

q，間財の輸出の成長に重点在おしこれらの非伝統的輪

出は規模の経済刊のメリットを生かすことができるのみ

ならず，石油，鉄鉱石，コーヒー，カカオ以外の新規の

外貨建得の手段として重要である。

以上のような農業，工業の成長を実現するために次の

ようなインフラストラクチャーの開発を行なう。

低力については 1975年の 14億900万ボリパルから前

年の2自億4200万ポリパルへと年平均15.1%の成長をはか

り， .l¥'F,ili化の進展と経済活動の分散化政策による需要の

拡大に対処する。

建設業については1975年の32億200万ボリバルから80

年の64億2300万ボ I｝ノミルへと年平均14.9%の成長をはか

IJ，国土総合開発，基幹産業整備，治水事業，工場建設，

市町村道の建設など公共事業を推進してゆく。

運輸・通信業につし、ては1975年の74億9600万ボリパル

か九州年の107億6100万ボリパルへと年平均7.5%の成長

企しt／）＇り，生産地と消費地の間の輸送，地域防の住民の

移動，国防上の機能の充実をはかる。

2. 鴎民所得の分配

労働者階級，とりわけ低所得層に有利な所得再分配政

策をとり，労働所得の成長率が資本所得の成長率を上ま

わるようにする《労働所得については1975年の402億9800

万ボリパルから80年の650億ボリパルへと年平均10.0%

の成長をはかり，雇用機会の拡大，生産性の向上を通じ

て広範な労働者層を吸収してゆく。

また経済の戦略的部門を占める国営企業の収益として

資本所得のかなりの部分を国家が吸収するとともに，中

小規模の農業関係企業を振興し，資本所得を多様化する

ことなどにより，計画期に雇用を年率5.0%で拡大し，

約90万人の労働者を消費市場に吸収し，360億ボリパ／レの

労働所得を生み出す。

低所得層，失業者，不完全就業者の購翼力を改善する

所得分配政策をとり，需要構造を変革し，必需的財・サ

ービスの需要を拡大することにより，規模の経済を通じ

てコストを引き下げ，中小規模の消費財生産者の活動に

刺激を与える。かくて必需的財・サービスの消費を1975

年の267億ボリパルから80年の430億ボリパルへと年率

10.0%で成長せしめるものとし，他方，必需品以外の消

費を1975年の263億600万ボリパルから80年の351億500万

ボリパルへと年率6.0%の成長におさえるごとにより，

必需約消費の比率を1975年の50%から80年の55%に引き

とげる。

労働者儲級の所得に対して貯蓄を憎大するようなイン

センチブ会与え，短期的にインブレ正力を終和するとと

もに，中期的には耐久消費財，住宅の取得や子弟の教育

をイ足j隼せしめる。

国内生産部門はil十画期に年率10.5%で成長するものと

し， 1974年に資本所得の比率が50.2%であったのを80年

に60.1%に高める。ちなみに伝統的輸出部門の成長率は

年率5.8%とする。

総所得からi肖費を差引いた残差の3:3.。%が国内資本の

拡大に向げられるが，その構成は民間部門54.0%，医家

告JI門46.0%とする。

3. 国際収支

1976 80年の計画期に，輸出額は458億7700万ドル

(F.O.B.），投資収益は21億6400万ドルとし，あわせて

480億4100万ドルの外貨収入を獲得する。輸出額のうち

72.7%は計画の実行に必要な輸入に， 7.6%は貿易外収

えの赤字補填iこ， I.8%は外国への移転交；/J¥iこあて，残

l)の17.9°ら（日2億600万ドル）は新規の開発7＇ログラム

や長短期の資本移動にあてる。

輪出のう丸石油輸出は406億9600万ド／ν，鉄鉱石輸

出は15億6300万ドルとするが，とくに石油にJ丸、ては資

源保存政策をとり， 1976年の日産量200方パレyレをベー

スとして， 77年210万バレル， 78年以降220万パレノレとす

る。この間に国内消費が増加するために輸出量は年々減

83 
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第 9表 同際収支の予測 (1976ー 1980年）

! 1976 1 19 ；－~－：τ長8 「i~~·T·~~9 8 0 !EtぺE：戸雫~~：o
9,1131 9,1141 9,1411 9,1871 

nl1 I 8,354 I s,2so I 8,144 I 8,027 i 
.fi I お9I 344 i :i21 I 2s1 
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少を続け，石油価格が変化しないとすれば，輪出額は年

率0.5%で減少するものとするa なお石被の国内消費；土

1975年の7800万パレルから80年の 1億2300万パレルへと

年率9.5%で伸びるものとする。

鉄鉱石についても資源保存政策をとり，その輸出量を

1975年の2130万トンから80年の1800万トンへ削減するの

で，価格が現行のトン当たり 14ドルのまま変わらないと

すれば輸出額は年率2.8%で減少するものとする。

石油，鉄鉱石以外の非伝統的輸出品目の輸出拡大の努

力はすでにかなりの成果をあげており， 1975年に3億ド

ルに達しているが，これをさらに強化，拡張し，農牧占／，，

工業製品を中心に年率30.4%の成長を実現する。そのた

めラテンアメリカ経済統合，域内諸国との通商関係を最

大限に利用し，さらに他の第3世界，先進工業国市場を

も開拓することにより， 1980年にこれらの輸出を10億ド

ルに高め，輸出全体の12.3%に引きあげる。

輸出については最的な拡大よりもその構造的変化に意

点をおく。したがって，石油が翰州の中心であることに

は変わりがないとしても，輸出全体に占める比率を1970

-74年の平均92.8%から1976 80年には88.7%に引き I"

げ，計画初年度の91.7%から絞終年度には85.0%に引き

下げ，同時に非伝統的品目の比率を1976年の4.4%から

0年の12.3%に引き上げることにより，鉄鉱石にかわっ
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（出所〕 CORDIPLAN, V Plan de la Nai6n, p. 19. 

(il:) 1975年価絡表示。
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て第2の輸出品目たらしめるc

翰入については計画期に年平均5.的占ご；，足長するもの

とするが，これは計闘に組みこまれた投資，生産，消'it:

の諸目標を実現するために必要なものである。

機械・設備等の資本財の輸入は年率3.5%で成長し，

5カ年間に 142億600万ドノレ，輸入総額の42.6%に達す

るものとする。これは設備投資意欲の積極性を示すもの

であり，輪出によって獲得した外貨の31.0%を資本財の

輸入にあてることを意味しているが，それはとりもなお

さず「輸出可能な天然資源をベネスエラの述済および社

会の変革を促進しうる再生可能な富に変えてゆく j とい

う基本路線を反映したものである。

中間財の輸入は年率7.1%で成長し，輸入総額の42.4%

に達するものとする。これは産業部門日IJの生産目標を達

成するための原材料その他の供給を確保するためであ

る。しかし，誤った工業化過程に進むような輸入代替を

回避するために，大規模な工業化プロジュクトを基本と

L，価値の高い原材料を生後することによリ，その他の

工業の鉱張を支援する。農産物輸入iこ関しては，輸入の

j桁告の原因となっている食料農産物生産の不振を回復

し。生産性を高める努力が急務であるつ

消費財輸入は国民の生活水準の1•11上のために必要であ

り，年率3.2%で成長するものとするが，必需品に重点

（単i.：仁.100万ドル）
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をおき，者｛多品には規制を設ける。国民1人当jこりの消

費’財輸入は52ドルで過去の実績をやや上まわる程変とな

るが，同内坐産を拡大することにより，輸入を削減して

ゆく。

貿劫外収支（噌ービス収支）は石油と鉄製；｛｛の国有化の

影響が明確に反映される分野である。すなわち，従来，

石油と鉄鉱石部門に対する外国投資の干lj潤送金が巨額に

達していたため（たとえば1975年には25億ドル以上），貿

易外収支は大幅な赤字をよぎなくされていたが，それら

が国仔化されたことにより利潤送金がなくなり，赤字~

l土年率21.4%で急速に縮小L, 1980年Jこは 7｛意7500万ド

ノレになる。

「アンデス地域統合」の｜決議第24号・！の共通外資政

策により，その他の音！Wlに対する外間投資の利潤送金に

t¥l制が』没けられる。さらに悶外に役資されているべ宇ズ、

仁ラの資企がもた人す外貨収入も護嬰である。コの投資

収益は1976年の11{:意向700万ドルから80年の：i億7600万戸

ルに減少するが，それは国内の開発計画］の準拠；ニあわせ

て投資元本を｜週内開発に利用してゆくためであるつ

運賃・保険料支出は， 1:tJ内の紛舶保有がノ]Its.¥、ために

1975年に 5{i怠ドyレに遣してし、るので，船舶の建造を推進

するとともに，運賃・保険料支！刊の管濯をf';-f!fl化するこ

とにより，これらの支出合年率4.1%で縮小し一ゆく c

その他のサービスは石油の開発のための技術援耳切ヰヵ：

中心であり，年間6倍、9200方ボリパルに達しているが，

石油輸出収入の2%相当・c,あり，この比〉字予どこれrJL；高

めないようにする。

観光収支は赤字主主調ti:続けるが，そのi占ミ字11泌を年率

5.4%で縮小してゆくれ他方，ベネズエうが外国投資や

専門技術者の受入れに開放体制をとってレることかム，

f事転収支が年率.'i.0%で拡大する色のとすーる。

以 I:にもとづき，貿易収支は年率］4.4°：，で減少する

が，貿易外収支，持転収支の相殺効果により，経常収支

全体では年芸名10.6%の減少となる。

4. 公共支出と資金調達

,d-I胸lは公共部門に重姿な役割jを課しており，そのこと

は1976-80年の経常支出と投資支出に反吹されている。

計間期の公共部門の投資総矧は1440億3000Jiがリパル｛こ

進するものとし，その資企調達は27.2%(392億5500万ボ

リパル〕を政府系企業， 40.5%を財政収入， 1.7%を契

約済米干l]J有資金・悶庫残高（1976年1月1日現在〕，14.1'¥,

をベネズエラ投資接金の貯議， 16.5%を公共部門の内外

債務とL，、う形でまかなう n

…一竺竺士てでで：：：~＇.一音量 料一一一’一’

公共部門の経常支出は年率5.2%で成長し，総額1032

億3100万ボリパルに達するものとするが，そのうちの686

f意100方ボリパルi土中央政府各省庁の支出であV,346億

::iooo万ボリパル｝土地方政府，自治体，政府系企業への経

常的移転支出である。このような形で1i油輸出によって

獲得した資金を分担L，循環させ，さらに教育や保健な

ど国民の福祉に必要な公共的サーピスの拡大，雇用の拡

大，食料品iこ対する補助金の形で石油収入を社会に還元

する。

心共部門と民間部門の投資総額は2236湾、7300万ボリパ

ルとなるが，そのう丸公共部河田定投資は53%を占め，

Ll871)意77悌7iボリパルとなる。その構成は国営企業，政

府系企業が7I.fi9主の848億7800Jiポルパノレ，中央政府，

地方政府・自治体が28.5%の338億99007.Hミリパルを調

整財源を通じて投資するものとする。

中央政府資本支出は総額1821鰭3200万ボリパルとし，

年度予算を通じて工業信用基金，農牧業信用基金，者fl市

！針発基金などの公共的金融機関への出資，混合企業への

出資．不動産の取得などにあてる。

千二ii由，鉄鉱石産業の国有｛むによる補｛償金支払，，，、（48｛~

:1007:iポ I}! { pレ〉，契約済借款の償還は大蔵省契約・集中

借款の償還・手ljニ子の項討にふくめ， 107億4400方ボリパ

ルとする。

ロi習l＋羽iこ以上の上うな多額の資金を投資および経常支
！刊の形で支出することにより，国民経済諸部門に戦略上

必要な活力をl手えるものと十る。

公共支Illを支かなう財源は石油収入とその他の財政収

入を中心とし，古打者は1285億1400万ボリパ’v，後者は

fi75倍：問。｛｝方ボリパルとする。

石油収入i土中央政府支出の66.5%をまかなうものと

し、 f也；今、その他の財政収入は19'76年の25.1~；，から 1980

年の::12.計らへとその比率を高めてゆくことにより，石油

への依存度を軽減してゆく。この上うな復点から，1974-

75年に石油収入が大幅に滑加したにもかかわらず，政府

i土租税制度ti::改革し，徴税能不を大1p1,¥fこ改詳し，財政収

入と国内総生産の比率を1964・-n年4の8.4%から1974-
75年には10.8%に高めた。かくて財政収入は非合1出生産

部門を上まわるrix:廷をとiT，第2の財源、として政府収入

におめる沈Eがを1976年の27.9%から初年の34.6%に主主iめ

ることになる。

中央政府支出の浅りの3.7%は契約済借款，新規借款，

i盟！京残高の使用によってまかなう。

公共部門の回定投資をまかなうために，中央政府が財

8ラ
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第 11表中央政府資本支

j 1916 I 1911 191s 

I 金融機関への出資 i 3,3幻 0¥ 3,0鈍 2
1）工業信用基金 I 599.4 I 300.o 
2）農牧業 ir; m 某金！ 966.8 I 558.2 
3）都 iii 開発：益金： 500.0 I 250.0 
4）輸出金融苓金； 100.0I 回.0
5）地域公社主堅金 I 60.0 I 30.o 
6) BANDAGRO資本参加 I 73.o I 73.o 
7) I. C. A. P. 資本参加I ! 631.3 I 1.000.0 
8) coiPOINDUSTRIA 資本参加 i 400.0 必0.0
9）ベネズエラ開発公社！ 回 .0; 一
10）国立カカオ基金｜ 6.3 I 一｜ － 
11）農業部刊イ／ 7 ラストヲグチャ一信託 ! --I 250.o I 250.0 
12）農民企業開発信託 ー I 125.o I 12s.o 
II ill'. ｛， 企 y：開発 ' ' 

ス リア製鉄業

資本出資
釦） j苛建設

資本出資

皿不動産，二二地，金融資産取得

1）不動産取得，中央政府の収用
2）国伝農業研究所
,l）株式，；I受， イ在泊中、 ftP在取得
N資木出資

1）ベネズエラ石油公

合 計 5,237.9

（出所〉 CORDIPLAN, V Plan de la Noα・~n, p. 21. 
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政投資その他の資本支出を行なったあとの可処分資企

162億100万ボリパルのほか，調整財源を通じて133億500

万ボリパルがふりむけられる。また政府系企業の貯蓄392

億5500万ボリパルも江主要な財源であり，さムlこ霞営企業

等に対する中央政府の移転支出63億1400万ボソパルがあ

る。

投資資金の財源としてユニークなのは1974ー75年のベ

ネズヱラ投資基金の貯蓄があり，それは203億7100万ボリ

パルの悶内投資をまかなうほか，開発計測の戦略および

国際的石油価格防衛の協定にしたがって国際的資金援fi/J

や外国貯蓄にもあてられる。

契約済未利用借款の活用については計画初期の2年間

の予算に1億7000万ボリパルを組みこむのとのほか契約済

債務の償還をあわせてこのような形態の債務残高は印刷

年末には70億9400万ボリパルに減少し， ltiJ援に石油と鉄

鉱石の国有化による債務もほぼ完全に返済する。

以上のほかに，公共部門が170億4300万ボリパルの新

規伶款を獲得する必事さがある。そのために借款の契約と

集中管理の政策を打ら出し，公共部門の資金需要を調整

し，資本市場への圧力を緩和するとともに，利子率，貸

付期間，経費などの契約条件の適正化をはかる。これは

88 

政府系企業の経’討をコントロー／レL，資金利用を効率化

する手段ともなるものである。

ベネズエラ経済は伝統的に外国借款の利用が少ないこ

とを特徴としてきた。借款の枠はもちながちそれを実行

するには如まなかったわけである。しかし第5次I汁顧の

5カ年については，必要な投資と社会的サービス拡張を

実現するために外国資金の補完的利用が不可欠である。

同時に，民間貯蓄を活用し，その成長を促進し，流動性

を吸収し，過剰流動性のもたらす幣害を除去するため

に，民間貯蓄主を公共部門に吸収してゆくことが必要であ

る。

（経済成長調査部）
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